（青風荘）施設症例検討会議①

平成　18年　5月　1日　（月）

	氏　名
	稲垣　ふき様
	男・女
	生年月日
	　昭和　19年　4月　2日（　61歳）


	問題点
	介入方法

	①頻回に中途覚醒があり、昼夜逆転の生活になる。
	・日中に居眠りをしないよう、活動を促す。また気になることなどある場合は、その都度話を聞いて解消できるようにする。

	②身体的訴えや妄想的な訴えが多い。（痒い・痛い頭がフラフラする・のどが変だ等）
	・訴えがある場合は十分に話しを聞く。

	③一方的に話し掛け、内容が噛みあっていない。

（自分でも何を話しているのか分からなくなっている。）
	・話しを良く聞き、その都度分かりやすい表現で順序立てて納得できるような説明を繰り返し行なう。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	・デイナイトケアへは拒否なく通所しています。プログラムへは積極的に参加され、熱心に行なっていますが、それ以外では眠そうな顔でぼんやり過ごす事が多いです。施設での休日は朝食が済むと殆ど午前中は眠っていて、起き出すと「何か食べたい。」「一人で買物に行きたい。」「通帳が見たい。」等頻回に訴えて来ます。新人のスタッフには特に訴え、頑として要求を通そうとすることがあります。買物・外出はスタッフ付添いで行なっていますが、レジに並んでから「こんなに買っていない。おかしい…」と店員に詰め寄ったりする事があり指導しています。一旦就床するも0時前後に覚醒し足音を立てて小走りでトイレに行ったり、洗顔したり、私物いじり等をする為朝は定時起床が出来ません。外来受診に関してはスタッフ付き添いで行なっており拒否無く通院出来ています。服薬は事務所管理の為忘薬はありませんが、服用の都度声掛けを要しています。




プラン計画者　氏名：　小坂　和子　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年　5月8日　（月）　青山荘地域交流活動室







